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幻のオリンピック開催地・舞洲
～新夕陽ヶ丘から｢おしてるや｣の夕陽を眺めながら～
幻のオリンピック開催地・舞洲 舞洲は世界初の海上オリンピック候補地として名乗りをあげましたが、開催には至りませんでした。時を経てスポー

ツアイランドとして再生。緑豊かなキャンプ場やスポーツ施設の整った憩いの場として大阪市民に親しまれています
が、そんな舞洲を歩いてみましょう！とくに新夕陽ヶ丘での海の夕陽は絶景です！

① 環境局舞洲工場
正式名は｢大阪市環境
局舞洲工場｣といい、
ごみ処理場です。大阪
市内から収集車で運
ばれてきたごみは、ピ
ット(幅44メートル・
奥行き17メートル・深
さ21メートル)に集め
られ、巨大なクレーン
で焼却炉に投入。粗大
ごみは粉砕機で細か
く砕き、鉄やアルミを
取り除いてから焼却
されます。焼却温度は
約900度で、ごみは
約5時間で完全に灰
になります。灰の量は
1日約180トンで、そ
のまま埋立地に運ば
れます。ごみ焼却で出
たガスはフィルターで
ろ過し、更に薬品など
で完全に無害化して
から煙突から排気し
ます。外観が非常にユ
ニークな建物ですが、
これはオーストリア出
身の芸術家のフリー
デンスライヒ・フンデ
ルトヴァッサー 氏
(1928～2000)のデ
ザインです。彼が10
歳の時にナチスドイツ
がオーストリアを併
合、氏の母親がユダヤ
系チェコ人だったの
で、親子はユダヤ人街
の地下室で終戦まで
暮らしました。戦後は
暗い時代を取り戻す
かのように旅に出て、
自然との調和を意識。
自然界には画一的な
直線や規格は存在し
ないという考えから、
建物に随所に曲線を
活用し、不揃いの窓や
柱を並べ、自然環境と
の融合をイメージして
います。

⑤ シーサイドプロムナード
夢舞大橋に向かって舞洲ベース
ボールスタジアムの駐車場裏か
ら舞洲緑地まで、板葺きのデッキ
が続きます。波打ち際まで近づけ
ば、大阪湾がとても身近に感じら
れます。

③ 夢舞大橋
舞洲と夢洲をつなぐ橋で「夢舞大橋」と名づけられ
ました。平成13年（2001）に世界初の浮体式旋回
可動橋として完成しました。通常時は橋の下を小
型船舶しか航行できませんが、咲洲・夢洲間の航
路が使えない緊急時には可動部を旋回させて、大
型船舶の航行も可能な構造となっています。

④ 舞洲運動場
大阪市は、世界初の海上オリンピックとして2008年の夏季オリンピック開催を目指していましたが、
2001年の国際オリンピック委員会総会での投票で中国の北京市に決定し実現しませんでした。オリ
ンピック開催概要計画によれば、総面積225ヘクタールの舞洲に10万人収容規模のオリンピックス
タジアムや大阪オリンピック屋内プール・舞洲ホッケー場・舞洲アリーナ・舞洲ベースボールスタジア
ムが建設され、また夢洲はオリンピック選手村として活用される構想でした。現在は舞洲アリーナ・舞
洲ベースボールスタジアムが実現されています。また舞洲運動場は舞洲ホッケー場の予定地でした。

 ② 舞洲スラッジセンター
下水汚泥を融解処理する汚泥集中処
理場です。建物のデザインはフンデル
トヴァッサー氏です。外壁や屋上に
は木々があり、自然との調和が図ら
れています。場内は遊歩道やせせら
ぎもあり、一般開放もされています。

⑦ 舞洲陶芸館
大阪湾内に流入する花崗岩の風化鉱物や、粘
土鉱物が含まれた海底粘土に手を加えて、陶
土として利用しています。平成6年(1994)に
初めて試作品が完成し、大阪ならではの新し
いやきものとして「難波津焼」と呼ばれていま
す。舞洲陶芸館では、手軽に陶芸体験が出来る
1日体験教室や、中上級者向けの陶芸教室の
プログラムなども用意されています。大阪市
内で唯一の本格的な登り窯と穴窯のほか、電
気窯やガス窯も揃っています。

⑧ 新夕陽ヶ丘
日本夕陽百景にも選定された舞洲屈指の絶景
スポットです。高さ25メートルの頂上展望台
から大阪湾を見渡す景色はすばらしく、晴れ
た日には、神戸や明石の市街地、淡路島や明石
海峡大橋などを眺める事が出来ます。また夕
陽が海一面を赤く照らす様は、まさに『万葉
集』などに歌われている、難波の枕詞｢おしてる
や｣の光景そのものです。施設の掲示板に、冬
至(12月22日頃)、夏至(6月22日頃)の季節
に、夕陽が傾く道を示した｢冬至の道｣と｢夏至
の道｣があります。

⑥ 舞洲緑地
大型遊具のある芝生でピクニック
感覚で利用できます。近隣には、宿
泊や会議等の出来る多目的ホール
を併設したロッジ舞洲や、カントリ
ー気分が満喫できるアメリカ・カナ
ダ・スウェーデンから直輸入のログ
ハウスもあります。手軽にアウトド
アライフを楽しみたい方にはキャ
ンプ場もあり、大阪市の中でも緑
溢れる場所になっています。


